
資料 ３

令和８年度 新規事業化候補箇所説明資料
【一般国道（拡幅・バイパス）】

① 一般国道4号 白石南拡幅

② 一般国道4号 古川高清水拡幅

③ 一般国道21号 宮浦拡幅

④ 一般国道8号 彦根東近江バイパス（Ⅰ期）

⑤ 一般国道2号 福山道路（笠岡西～長和）

⑥ 一般国道55号 牟岐海部道路



内容評価評価項目事
業
の
影
響

交通容量の確保による混雑緩和 ○混雑度の改善【現況】1.25→【整備後】0.59（約5割減少）○渋滞対策自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響

◎事故対策

通学路で歩道未整備区間に歩道が整備され、歩行者の安全性が向上◎

◎住民生活

社
会
全
体
へ
の
影
響

◎地域経済

◎

災害

環境の改善（CO2排出削減量480.7t-CO2/年 〔CO2排出削減便益：0.07億円〕）○環境

当該事業区間である白石市と周辺市町村との連携を深め、生活・産業を支援○地域社会

白石市

みやぎ県南
中核病院

（三次救急医療機関）

角田市

宮城県

蔵王町

白石IC

Ｅ
４対象区間

至
仙
台
市

至
福
島
市

大河原町

費
用
便
益
分
析

２．評価結果１．事業概要

・国道４号は東京都中央区を起点に、青森県青森市に至る延長約839キロ

の主要幹線道路。このうち白石南拡幅は、宮城県白石市斎川から宮城県

白石市大平森合に至る延長3.1キロの拡幅事業

・起終点：宮城県白石市斎川～宮城県白石市大平森合

・延長等：3.1km

（第3種第2級、4車線、設計速度60km/h）

・全体事業費：約110億円 ・計画交通量：約18,300台/日

普通貨物小型貨物乗用車

約6,300台/日約2,600台/日約9,400台/日

・当該区間の拡幅により、交通安全の確保や歩行環境を確保、東北自動車

道の代替道路としての機能向上

・幹線道路の強化による物流・地域産業の支援及び安定した救急搬送ルー

トの確保による救急医療の支援

①路線概要

②事業目的

③事業実施に向けた検討状況

さいかわ

一般国道４号 白石南拡幅に係る新規事業採択時評価

救急搬送における安定性と速達性の向上を支援

【効果】4車線化により救急車両が走行できる車
線が確保されるため、救急搬送における
安定性と速達性が向上

【課題】大型車混入率が県内国道4号2車線区間平
均の2倍と大型車が多く、救急車が搬送し
づらい状況 (写真2、図5、図6)

交通の安全性向上
【課題】対象区間は沿道出入り箇所が連続しており、単路部

での追突事故が発生しやすい状況（写真1、図3、図4）

・当該区間は上位計画として第二次白石市都市計画マスタープラン（R4.12

月）、東北地方新広域道路交通計画（R3.7月）に位置づけ

・地域課題等をふまえ、計画段階評価（R5.2月～R7.2月）において以下の政

策目標を設定し、ルート構造を検討

①代替道路としての機能向上

②交通安全の確保

③安全・安心な歩行環境の確保

④物流・地域産業を支える幹線道路の強化

⑤安定した救急搬送ルートの確保

もりあいおおだいらしろいし

とうきょう ちゅうおう あおもり あおもり

みやぎ

しろいしみやぎ みやぎ

【効果】中央分離帯の設置により、沿道出入りに起因する
事故が抑制され、走行時の安全性を確保

しろいし さいかわ みやぎ

しろいし もりあいおおだいら

しろいし

○死傷事故率
【現況】47件/億台キロ → 【整備後】12件/億台キロ（約7割削減）

※【現況】イタルダデータ（H30～R3）、【整備後】将来交通量推計結果（R22）を基に算定

○白石市斎川からみやぎ県南中核病院までの所要時間
通常時 【現況】27分 → 【整備後】26分（1分短縮）
東北自動車道通行止め時 【現況】36分 → 【整備後】30分（6分短縮）
※通常時【現況】ETC2.0プローブデータ（R4.9～11 11時台） 、【整備後】将来交通量推計結果（R22）を基に算定
※東北自動車道通行止め時【現況】ETC2.0プローブデータ（R4.6.7 8時台） 、【整備後】将来交通量推計結果（R22）を基に算定

【効果】幹線道路の混雑が緩和し、安定した物流ルートが確保され、
物流・地域産業を支援

【課題】東北自動車道通行止め時等の対象区間の混雑により、製
品等の入出荷や工場稼働等に支障が生じており、安定した
物流環境の確保が課題。また、スマートIC等の周辺開発に

伴い、対象区間の利用増加も想定（図7）

物流・地域産業を支える幹線道路の強化

○電子機器製造メーカーから物流拠点までの所要時間
通常時 【現況】12分 → 【整備後】11分（1分短縮）
東北自動車道通行止め時 【現況】20分 → 【整備後】14分（6分短縮）
※通常時【現況】ETC2.0プローブデータ（R4.9～11 11時台）、【整備後】将来交通量推計結果（R22）を基に算定
※東北自動車道通行止め時【現況】ETC2.0プローブデータ（R4.6.7 8時台） 、【整備後】将来交通量推計結果（R22）を基に算定

代替道路としての機能向上

【効果】交通容量を確保し、東北自動車道通行止め時
における代替道路としての機能を向上

※【現況】ETC2.0プローブデータ（R4.6.7 8時台）、【整備後】将来交通量推計結果（R22）を基に算定

図5 対象区間の大型車混入率
出典：令和３年度全国道路・街路交通情勢調査
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出典：地理院図を加工して作成、ETC2.0プローブデータ（通行止め時：R4.6.7（8時台）） ※県道以上

【課題】東北自動車道（国見IC～白石IC間）の通行止め時
は、国道4号に交通が集中し、20km/h未満となる速
度低下が発生（図8）

く に み しろいし

出典：イタルダデータ（H30～R3）
写真1 対象区間の

沿道出入り箇所

※【現況】令和3年度全国道路・街路交通情勢調査、
【整備後】将来交通量推計結果（R22）を基に算定
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図6 対象区間を通行する
救急搬送の状況

出典：消防署ヒアリング結果（R5.7）
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写真2 救急車走行状況

至 仙台市

至 福島市

至 仙台市

しろいしみなみ

総便益総費用EIRR※1（参考)※4B/C

99億円※2

走行時間信頼性向上便益：6.7億円
CO2排出削減便益：0.07億円

76億円※25.7%

1.41.3

2.01.9[2％]※3

2.52.3[1％]※3

※1： EIRR：経済的内部収益率
※2：基準年（令和7年）における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：4％）
※3：比較のために参考とすべき値として設定した社会的割引率
※4：参考として多様な便益を算出

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）
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○国道4号現道の旅行速度
東北自動車道通行止め時 【現況】21km/h → 【整備後】50km/h（29km/h向上）
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全体延長 ： 3.1km

土工延長 ： 3.09km（99%）

橋梁延長 ： 0.01km（1%）

一般国道４号 白石南拡幅に係る新規事業採択時評価

標準横断図 計画縦断図
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内容評価評価項目事
業
の
影
響

交通容量の確保による混雑緩和 ○混雑度の改善【現況】1.49→【整備後】0.78（約5割減少）○渋滞対策自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響

◎事故対策

通学路で歩道未整備区間に歩道が整備され、歩行者の安全性が向上◎

◎住民生活

社
会
全
体
へ
の
影
響

◎地域経済

◎

災害

環境の改善（CO2排出削減量1,814.7t-CO2/年 〔CO2排出削減便益：0.60億円〕）○環境

当該事業区間である大崎市及び栗原市、周辺市町村との連携を深め、生活・産業を支援○地域社会

古川IC

長者原SIC

大崎市役所

対象区間

至 仙台市

至 盛岡市
大崎市
おおさき

費
用
便
益
分
析

総便益総費用EIRR※1（参考)※4B/C

199億円※2

走行時間信頼性向上便益：4.9億円
CO2排出削減便益：0.60億円

125億円※26.5%

1.61.6

2.52.4[2％]※3

3.13.1[1％]※3

２．評価結果１．事業概要

・国道４号は東京都中央区を起点に、青森県青森市に至る延長約839キロ

の主要幹線道路。このうち古川高清水拡幅は、宮城県大崎市古川荒谷か

ら宮城県栗原市高清水豊田に至る延長5.2キロの拡幅事業

・起終点：宮城県大崎市古川荒谷～宮城県栗原市高清水豊田

・延長等：5.2km

（第3種第1級、4車線、設計速度80km/h）

・全体事業費：約200億円 ・計画交通量：約25,200台/日

普通貨物小型貨物乗用車

約4,900台/日約4,100台/日約16,200台/日

・当該区間の拡幅により、交通安全の確保や歩行環境を確保、東北自動車

道の代替道路としての機能向上

・幹線道路の強化による物流・地域産業の支援及び安定した救急搬送ルー

トの確保による救急医療の支援

①路線概要

②事業目的

③事業実施に向けた検討状況

ふるかわ あらや

一般国道４号 古川高清水拡幅に係る新規事業採択時評価
ふる かわ たか し みず

救急搬送における安定した走行と速達性の向上を支援

【効果】4車線化により救急車両が走行できる車線が確保
されるため、救急搬送における安定した走行と速
達性が向上

【課題】対象区間は県内国道4号の2車線区間において最も交

通量が多く、救急車が搬送しづらい状況 (写真1、図5)

交通の安全性向上
【課題】交通混雑時の前方不注意等を要因とした追突

事故が全体の約7割と、追突事故が多く発生
（図3、図4）

・当該区間は上位計画として大崎都市計画マスタープラン（中間見直し）

（R4.3月） 、東北地方新広域道路交通計画（R3.7月）に位置づけ

・地域課題等をふまえ、計画段階評価（R5.2月～R7.2月）において以下の政

策目標を設定し、ルート構造を検討

①代替道路としての機能向上

②交通安全の確保

③安全・安心な歩行環境の確保

④物流・地域産業を支える幹線道路の強化

⑤安定した救急搬送ルートの確保

とよたたかしみずく り は ら

とうきょう ちゅうおう あおもり あおもり

おおさき

くりはら たかしみず と よ た

おおさき

ふるかわ あらや

みやぎ

おおさきみやぎ みやぎ

○国道4号現道の旅行速度
東北自動車道通行止め時 【現況】16km/h → 【整備後】49km/h（33km/h向上） 図7 東北自動車道通行止め時の対象区間の旅行速度

※東北自動車道通行止め時 大衡IC～築館IC R3.1.29 15:52 ～1.30 16:00
出典：ETC2.0プローブデータ(通行止め時：R3.1.29 （20時台）)、地理院地図を加工して作成

【効果】交通混雑の緩和により、混雑に起因する追突
事故等の発生を抑制

○死傷事故率
【現況】82件/億台キロ → 【整備後】57件/億台キロ（約3割削減）
※【現況】イタルダデータ（H30～R3）、【整備後】将来交通量推計結果（R22）を基に算定

【効果】幹線道路の混雑が緩和し、安定した物流ルートが確保され、
物流・地域産業を支援

【課題】東北自動車道通行止め時等の対象区間の混雑により、農産物や
製造品の配送遅延や農産物の商品価値の低下リスクが発生する
等、安定した物流環境の確保が課題（図6）

物流・地域産業を支える幹線道路の強化

○自動車部品製造工場から物流倉庫までの所要時間
通常時 【現況】13分 → 【整備後】11分（2分短縮）
東北自動車道通行止め時 【現況】35分 → 【整備後】21分（14分短縮）

至 盛岡市

至 仙台市

出典：自動車部品製造企業ヒアリング結果（R5.6）、企業HP

凡 例
高規格道路
一般国道
出荷ルート
4車線
2車線

図6 自動車部品製造工場輸送状況例

【課題】東北自動車道（古川IC～築館IC間）の通行止め時は
国道4号に交通が集中し、20km/h未満の速度低下
が発生（図7）

代替道路としての機能向上

【効果】交通容量を確保し、東北自動車道通行止め時におけ
る代替道路としての機能を向上

ふるかわ つきだて

※【現況】ETC2.0プローブデータ（R3.1.29 20時台）、
【整備後】将来交通量推計結果（R22）を基に算定

※通常時【現況】ETC2.0プローブデータ（R4.9～11 7時台）、【整備後】将来交通量推計結果（R22）を基に算定
※東北自動車道通行止め時【現況】ETC2.0プローブデータ（R3.1.29 20時台）、【整備後】将来交通量推計結果（R22）を基に算定
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出典：イタルダデータ（H30～R3）

図3 対象区間の死傷事故

類型別発生割合（H30～R3）

高規格道路(4車線)
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一般国道(4車線)
一般国道(2車線)
市道(整備中)
市町村境界線
市役所

凡 例

※【現況】令和3年度全国道路・街路交通情勢調査、
【整備後】将来交通量推計結果（R22）を基に算定

図5 対象区間を通行する

救急搬送の状況
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図4 対象区間の死傷事故率
（H30～R3）

ふ る かわ たか し み ず みやぎ

おお さき く り は ら

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

※1： EIRR：経済的内部収益率
※2：基準年（令和7年）における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：4％）
※3：比較のために参考とすべき値として設定した社会的割引率
※4：参考として多様な便益を算出

(

参
考)

（政策目標②）

（政策目標③）
歩行空間

（政策目標①）

（政策目標④）

（政策目標⑤）

2車線で交通量も
多く、搬送しづらい

○栗原市高清水豊田から大崎市民病院までの所要時間
通常時 【現況】19分 → 【整備後】17分（2分短縮）
東北自動車道通行止め時 【現況】34分 → 【整備後】20分（14分短縮）
※通常時【現況】 ETC2.0プローブデータ（R4.9～11 7時台）、【整備後】将来交通量推計結果（R22）を基に算定
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図2 事業位置図
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凡例
高規格道路
一般国道
主要地方道
一般県道
DID地区

4車線
2車線
対象区間 古川高清水拡幅

延長5.2ｋｍ

ふるかわ たかしみず

(起)宮城県大崎市古川荒谷

(終)宮城県栗原市高清水豊田
みやぎ くりはら たかしみず とよた

みやぎ おおさき ふるかわあらや

古川高清水拡幅
ふるかわ たかしみず

※東北自動車道通行止め時【現況】 ETC2.0プローブデータ（R3.1.29 20時台）、【整備後】将来交通量推計結果（R22）を基に算定

写真1 救急車走行状況
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全体延長 ： 5.2km

土工延長 ： 5.17km（99%）

橋梁延長 ： 0.03km（1%）

一般国道４号 古川高清水拡幅に係る新規事業採択時評価
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出典：地理院地図を加工して作成
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内容評価評価項目事
業
の
影
響

◎

渋滞対策

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響

◎事故対策

〇歩行空間

○住民生活社
会
全
体
へ
の
影
響

◎
地域経済

○災害

○環境

○地域社会

２．評価結果１．事業概要

普通貨物小型貨物乗用車

約2,500台/日約2,600台/日約20,300台/日

費
用
便
益
分
析

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

商業施設・医療施設への速達性向上による生活環境の改善や安定した救急医療活動を支援

・国道21号宮浦高架橋は上位計画として新広域道路交通計画中部ブロック版

（R3.3月）、美濃加茂市都市計画マスタープラン2020～2040（R2.3）に位置づけ

・地域課題等をふまえ、以下の政策目標を設定し、ルート構造を検討

①ボトルネック解消による物流・生活交通の円滑化

②バイパス機能強化による市街地の交通環境改善

③地域の産業活動を支援

①路線概要

②事業目的

③事業実施に向けた検討状況

総便益総費用EIRR※1（参考)※4B/C

132億円※2

走行時間信頼性向上便益：19億円
CO2排出削減便益：0.30億円

111億円※24.9%

1.41.2

2.11.9[2％]※3

2.72.4[1％]※3

※1： EIRR：経済的内部収益率
※2：基準年（令和7年）における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：4％）
※3：比較のために参考とすべき値として設定した社会的割引率
※4：参考として多様な便益を算出

(

参
考)

環境（CO2排出量）の改善 [CO2排出削減便益：0.30億円]

暫定2車線区間の解消により、ネットワークの通行止めリスクを低減

JR太多線北側への歩道橋新設に伴い、歩行者の利便性が向上

ぎ ふ

図１ 事業位置図

・一般国道21号は、岐阜県瑞浪市から滋賀県米原市に至る延長97kmの主

要幹線道路。このうち、国道21号宮浦拡幅は、岐阜県美濃加茂市御門町

から岐阜県美濃加茂市田島町に至る延長1.4kmの拡幅事業

ボトルネック対策による道路交通の円滑化

・起終点：岐阜県美濃加茂市御門町～岐阜県美濃加茂市田島町

・延長等：1.4km（第3種1級、4車線、設計速度80㎞/h）

・全体事業費：約170億円

・計画交通量：約25,400台／日

円滑な物流活動の支援

通過交通の市街地流入抑制による安全性の向上

一般国道２１号 宮浦拡幅に係る新規事業採択時評価

み の か も み かど ちょう

みや

みやうら ぎ ふ み の か も み か ど

みやうら

み の か も

【効果】

・交通容量の確保により、交通渋滞を緩和。
○混雑度（平日） 【現況】 1.26

→ 【整備後】 0.47（約6割減少）
○平均旅行速度 【現況】 33km/h

→ 【整備後】 40km/h（約7km/h向上）

○可児御嵩IC～中蜂屋工業団地の所要時間
【現況】約24分 → 【整備後】約22分（約2分減少）

・国道21号の交通容量の確保により、交通渋滞が緩和し、円滑な交通を確

保し、沿線地域の産業、日常生活を支援

・バイパス機能の強化により、市街地への通過交通の抜け道利用を抑制し、

市街地の交通環境を改善

※【現況】ETC2.0プローブ情報（R6.10平日ピーク時7時台平均）、
【整備後】渋滞発生方向の速度を ETC2.0プローブ情報（R6.10平日オフピーク時12時台平均）で計算

当該事業区間である美濃加茂市と周辺自治体との連携を深め、生活・産業を支援

○美濃加茂・可児市市街地の死傷事故件数
【現況】14件/年 → 【整備後】13件/年 （約7%減少）

うら

み の か もぎ ふ

ぎ ふ み の か も た じ ま ち ょ う

至 新太田橋交差点

至 可児市

写真１ 新太田橋交差点南側流入
部の渋滞状況（R6.10）

図３ 渋滞時の並行路線（市街地）への交通流入

凡 例
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出典：ETC2.0プローブ情報（R6.10平日）
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渋滞が発生

宮浦拡幅
みやうら

※【現況】ITARDA事故データ（R2～5)、【整備後】将来交通量推計結果（R22）を基に算定
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図６ 美濃可茂・可児市街地・工業団地の分布状況

中蜂屋
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なかはちや
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みやうら
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か に みたけ
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:DID（R2）
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:渋滞発生方向
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か に

か もみ の

図２ 国道21号下り線の速度

か に み た け

【課題】
・当該区間は2車線であり、交通容量の不足

により新太田橋交差点を起点として国道21号
下り線で朝夕ピーク時を中心に渋滞が発生

（写真１・図２） 。

し ん お お た ば し

【課題】
・当該前後区間は渋滞のため並行路線と同等以下の所要

時間となり、バイパス機能を発揮できず、美濃加茂・可児

市街地に交通が流入（図３） 。

み の か も か に

【効果】
・国道21号の適正な利用が図られることで、細街路の抜け
道利用が減り、交通の安全性が向上。

【課題】

・美濃加茂市・可児市の製造品出荷額は岐阜県内
で7位、3位と多く、産業が盛んな都市で、両都市の
結びつきも強い（図４・５） 。しかし、製品輸送等に
おける速達性の確保が課題（図６） 。

み の か も か に

【効果】
・国道21号の通過にかかる時間が短縮されることで、
地域の産業活動を支援。

なか は ちや

※【現況】ETC2.0プローブ情報（R6.10平日ピーク時7時台平均） 【整備後】 ETC2.0プローブ情報（R6.10平日オフピーク時12時台平均）

図５ 美濃加茂市からの通勤流動
出典：国勢調査（R2）
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み の か も

ぎ ふ

み の か も

か に

図３ 渋滞時の並行路線（市街地）への交通流入

宮浦拡幅
みやうら

美濃加茂
市街地

み の か も

可児市街地
か に

住吉南

新太田橋

太田町

21

出典：交通量推計結果（R22）及びETC2.0ﾌﾟﾛｰﾌﾞ情報（R6.10 7～8時台・12～13時台）

国道21号の適正な利用が図られ
ることで、細街路の抜け道利用が
減り、交通の安全性の向上に期待

今渡東住吉

:渋滞発生方向
（宮浦拡幅により渋滞緩和が
期待される方向）

〈美濃加茂市市街地への流入経路〉
:整備前 :整備後

:主要渋滞箇所
:DID（R2）

た い た

（政策目標①）

（政策目標②）

（政策目標③）
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一般国道２１号 宮浦拡幅に係る新規事業採択時評価

計画縦断図標準横断図

Ⅱ期線Ⅰ期線

み の か も

美濃加茂IC

み の か も

美濃加茂市

さかほぎちょう

坂祝町
か に

可児市

みたけちょう

御嵩町

かわべちょう

川辺町

17,050台/日

42,557台/日

41,170台/日

7,868台/日

8,366台/日

10,418台/日

23,069台/日

30,241台/日

21,549台/日

29,306台/日 23,138台/日

12,548台/日

19,490台/日

248

21

21

21

21

21

248

41

41

全体延長： １．４km
土工延長： ０．６km（４３%）
橋梁延長： ０．８km（５７%）

か に みたけ

可児御嵩IC

至

関
市

至

土
岐
市

岐阜県福井県

石川県

長野県

愛知県

富山県

宮浦拡幅
みや うら

と

き

せ
き

中蜂屋工業団地
なかはちや

蜂屋台工業団地
はちやだい

0km 1km 2km0.5km

18,132台/日 新太田橋

田島町4

Ｃ３

宮浦拡幅
延長 １．４ｋｍ

みや うら

（起
）岐
阜
県
美
濃
加
茂
市
御
門
町

ぎ

ふ

み

の

か

も

み
か
ど
ち
ょ
う

（終
）
岐
阜
県
美
濃
加
茂
市

田

島

町

ぎ

ふ

み

の

か

も

た
じ
ま
ち
ょ
う

（起
）岐
阜
県
美
濃
加
茂
市
御
門
町

ぎ

ふ

み

の

か

も

み
か
ど
ち
ょ
う

（終
）岐
阜
県
美
濃
加
茂
市
田
島
町

ぎ

ふ

み

の

か

も

た
じ
ま
ち
ょ
う

新太田橋交差点田島町4交差点

（JR高山本線）

至

可
児
市

か
に

至

坂
祝
町

さ

か

ほ

ぎ

ち

ょ

う

（JR太多線）
た い た

たかやま

新設橋 620m既設橋 160m

Ⅱ期線施工車線見直し

至

各
務
原
市

至 多治見市至 名古屋市

至 飛騨市・高山市
ひだ たかやま

た じ みな ご や

か
が
み
が
は
ら

凡 例

対象区間

高速道路

一般国道

主要地方道

一般都道府県道

橋梁構造

主要渋滞箇所

事故危険区間

交通量（Ｒ3全国道路・
街路交通情勢調査）

市街地（集落）

工業団地

第2次救急医療施設

市町村境界線

車線数（2車線/4車線）

交通量台/日

25,690台/日

みや うら
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Ｎ

彦根東近江
バイパス（Ⅰ期）
延長８．１ｋｍ

ひこねひがしおうみ

米原バイパス
延長１０．３ｋｍ

まいばら

長浜バイパス
延長５．８ｋｍ

ながはま

彦根東近江
バイパス
調査中

ひこねひがしおうみ

琵琶湖

内容評価評価項目事
業
の
影
響

交通転換による交通渋滞の緩和
【課題】主要渋滞箇所が５箇所存在し、信号交差点が連続する

箇所が多く朝・夕ピーク時を中心に渋滞が発生。

【効果】彦根東近江バイパス（Ⅰ期）へ転換し、現道混雑が緩和。

◎渋滞対策
（政策目標②）

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響

交通混雑等の緩和により、交通事故が減少
【課題】主要渋滞箇所などでの追突事故が多く、死傷

事故率は県内国道８号平均を上回る状況。

【効果】渋滞緩和により、事故が減少
◎事故対策

（政策目標③）

市街地に歩道を整備し、安全かつ円滑な歩行空間を確保〇歩行空間

速達性の向上による救急医療活動の支援〇住民生活社
会
全
体
へ
の
影
響

速達性・定時性・安全性の高い物流ネットワ
ークを構築し、物流の効率化や地域の産業振
興を支援
【課題】国内シェアが1位の事業所や従業員数が約1,000

人以上の大規模な事業所が多数立地。

国道8号の渋滞により、製品等の納入時間や通勤

時間の遅延リスクが発生し、企業活動に支障。

【効果】渋滞緩和により、企業活動を支援

◎地域経済
（政策目標①）

積雪寒冷地域の区間において、堆雪幅を考慮した路肩幅員の確保により、緊急車両の通行を支援○災害

環境の改善○環境

点在する観光地間の連携（ネットワーク）を強化し、観光振興を支援◎地域社会
（政策目標④）

２．評価結果

・国道８号は、新潟県新潟市から京都府京都市に至る延長約600キロの主

要幹線道路。このうち、彦根東近江バイパス（Ⅰ期）は、滋賀県彦根市か

ら滋賀県犬上郡多賀町に至る延長8.1キロのバイパス事業。

普通貨物小型貨物乗用車

約800台/日
～約1,500台/日

約900台/日
～約1,400台/日

約4,700台/日
～約6,700台/日

・当該道路の整備により、交通混雑の緩和や交通の安全性を確保

・湖東地域の円滑な物流ルートを確保し、地域の産業振興を支援

・観光地へのアクセス向上により、地域の観光振興を支援

・彦根東近江バイパスは上位計画として、彦根市都市計画マスタープラン

（R6.3月）、多賀町都市計画マスタープラン(R3.3月)、新広域道路交通計画

（R3.7月）に位置づけ

・地域課題等を踏まえ、計画段階評価（H28.12月～R1.6月）において、以下の

政策目標を設定し、ルート構造を検討

①産業振興の促進 ②渋滞の緩和 ③交通安全の確保 ④観光振興の促進

①路線概要

②事業目的

③事業実施に向けた検討状況

写真１ 国道８号の渋滞状況（R6年10月）

一般国道８号 彦根東近江バイパス（Ⅰ期）に係る新規事業採択時評価
ひこ ね ひがし お う み

・起終点：滋賀県彦根市佐和山町

～滋賀県犬上郡多賀町敏満寺

・延長等：8.1km

（第3種第1級、暫定2車線、設計速度80km/h）

・全体事業費：約860億円

・計画交通量：約6,400台／日～9,500台／日

し が ひこ ね さ わ やまちょう

た が ち ょ う び ん ま ん じいぬかみし が

こ とう

ひこ ね

にいがた にいがた き ょ う と き ょ う と

図2 事業位置図

ひこ ね ひがしおうみ

○対象区間の平均旅行速度
【現況】平均約19km/h ⇒ 【整備後】平均約42km/h

区間：佐和山交差点 ～ 犬方南交差点

出典：【現況】ETC2.0プローブデータ（R7.10･11)の平日朝（7～9時台）及び夕（17～19時台）の平均

【整備後】上記のうち彦根東近江バイパス（Ⅰ期）は米原バイパスの規制速度50km/hで算出

○国道８号現道の混雑度
【現況】1.19～1.87 ⇒ 【整備後】0.43～1.33

出典：【現況】R3全国道路・街路交通情勢調査

【整備後】将来交通量推計結果（R22）より算出

○国道８号現道の死傷事故率
【現況】43.4件/億台キロ ⇒ 【整備後】30.1/件億台キロ

出典：【現況】イタルダ事故データ（R2-R5）

【整備後】将来交通量推計結果（R22）を基に算定

出典：【現況】R３全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度

【整備後】彦根東近江バイパス（Ⅰ期）区間を50km/hで算出 図5 周辺地域の工場立地状況

CO2排出削減量3,148t-CO2/年〔CO2排出削減便益：1.2億円〕

ひこ ね ひがしおうみ

ひこ ね ひがしおうみ

防
災
機
能
評
価

費
用
便
益
分
析

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

注）上記の値は、国道８号バイパス全体（長浜市～近江八幡市）を対象とした場合、下段（ ）書き
の値は事業区間を対象とした場合の防災機能評価結果※被災する拠点の最寄りインターチ
ェンジを拠点とし評価

評価
改善度累積脆弱

度の変化
量

脆弱度
（防災機能ランク）

改善
ペア数

災害時通常時
整備
後

整備
前

7
(1) ◎

（◎）
0.19
（1.00）

0.04
（0.00）

▲1.67
（▲1.55）

0.29
[B]
(0.07)
[B]

0.43
[C]
(1.00)
[D]

■道路ネットワークの防災機能評価結果

総便益総費用EIRR※1（参考）B/C

22,621億円※2

(648億円※2)
走行時間信頼性向上便益：7,764億円

CO2排出削減便益：54億円

4,185億円※2

(667億円※2)
41.6%(3.9%)

7.35.4(0.97)4%

7.55.6(1.5)[2％]※3

7.85.9(1.9)[1％]※3

注）費用分析結果は、国道８号バイパス全体（長浜市～近江八幡市）を対象とした場合、（ ）書きの値は事業化区間を対象とした場合
※1： EIRR：経済的内部収益率
※2：基準年（令和7年）における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：4％）
※3：比較のために参考とすべき値として設定した社会的割引率
※4：参考として多様な便益を算出

(

参
考)

し が ひこ ね

た が ち ょ ういぬかみし が

○甲良町から彦根ICへの所要時間
【現況】27分 ⇒ 【整備後】17分（10分短縮）

た が ち ょ う

１．事業概要

※4

こうらちょう ひ こ ね

図4 対象区間の死傷事故類型別

発生率（イタルダ事故データ:R2-R5）

追突事故が
約6割

滋賀県

三重県

福井県 岐阜県

京都府

彦根東近江バイパス（Ⅰ期）
ひこねひがしおうみ

図1 広域図

至 新潟市

至 京都市

至 新潟市

至 京都市

南方向渋滞

北方向渋滞
（外町交差点を先頭）

43.4

31.3
対
象
区
間

県
内
国
道

８
号
平
均

図3 対象区間の死傷事故率

（イタルダ事故データ:R2-R5）

県内国道８号平均の
約1.4倍
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標準横断図 (単位：ｍ) トンネル部土工部 橋梁部

こ と う

： 8.1km

土工延長 ： 2.4km （30%）

橋梁延長 ： 1.3km （16%）

トンネル延長 ： 4.4km （54%）

全体延長

に
い
が
た

至
新
潟
市

東海道新幹線

彦根IC

多賀SIC

湖東三山SIC

延長８．１km

彦根東近江バイパス(Ⅰ期)

と う か い ど う し ん か ん せ ん

こ と う さ ん ざ ん

た が

ひ こ ね

ひこ ね ひがし お う み

一般国道８号 彦根東近江バイパス

計画縦断図

至

新
潟
市

（終）
滋
賀
県
犬
上
郡
多
賀
町
敏
満
寺

し

が

い
ぬ
か
み

た
が
ち
ょ
う
び
ん
ま
ん
じ

至

京
都
市

至
京
都
市

き
ょ
う
と

【位置図】

彦根東近江バイパス(Ⅰ期)
ひこねひがしおうみ

滋賀県
ひこ ね ひがしおうみ

3.503.500.50
8.00

0.50

1.75 3.503.50 1.75

10.50

3.501.75 3.503.50

14.00

1.75

（起）
滋
賀
県
彦
根
市
佐
和
山
町

し
が

ひ
こ
ね

さ
わ
や
ま
ち
ょ
う

に
い
が
た

至

新
潟
市

に
い
が
た

き
ょ
う
と

至

京
都
市

き
ょ
う
と

彦根市

多賀町 甲良町

豊郷町

愛荘町

東近江市 近江八幡市

ひ こ ね

た が ち ょ う こ う ら ち ょ う

あいしょうちょう

とよさとちょう

ひ が し お う み お う み は ち ま ん豊郷町
とよさとちょう

30,900台/日

21,700台/日

21,700台/日

トンネル
4,390ｍ

橋梁
50m

橋梁
20m

橋梁
1,130m

橋梁
100m

0km 1km0km 2km

湖東三山SIC
こ と う さ ん ざ ん

湖東三山SIC
こ と う さ ん ざ ん

調査中区間

滋
賀
県
近
江
八
幡
市
安
土
町
石
寺

し

が

お
う
み
は
ち
ま
ん

あ
づ
ち
ち
ょ
う
い
し
で
ら

Ｎ

（起）

滋
賀
県
彦
根
市
佐
和
山
町

し

が

ひ
こ
ね

さ
わ
や
ま
ち
ょ
う

（終）

し

が

い
ぬ
か
み

滋
賀
県
犬
上
郡

多
賀
町
敏
満
寺

た
が
ち
ょ
う

び
ん
ま
ん
じ

一般国道８号 彦根東近江バイパス（Ⅰ期）に係る新規事業採択時評価
ひこ ね ひがし お う み
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内容評価評価項目事
業
の
影
響

◎渋滞対策

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 渋滞緩和により交通混雑に起因する追突事故が減少。

◎
事故対策

（政策目標②）

通過交通の転換に伴う現道等の交通量減少により、歩行者・自転車の安全性向上に寄与。○歩行空間

◎
住民生活

（政策目標④）

社
会
全
体
へ
の
影
響

◎地域経済

◎災害

高規格道路への機能分化により、低炭素で持続可能な道路の実現を支援。
（CO2排出削減量 63.1千t-CO2／年〔CO2排出削減便益：87億円〕）

○環境

主要観光地間の移動時間が短縮し、周遊観光を促進する。〔鞆の浦～笠岡ベイファームの所要時間 約9分短縮〕○地域社会

・倉敷福山道路は岡山県倉敷市から広島県福山市に至る延長約55km※の

高規格道路。このうち、福山道路（笠岡西～長和）は、岡山県笠岡市茂平

から広島県福山市瀬戸町長和に至る延長13.2キロの自動車専用道路。

福山道路（笠岡西～長和）

L=13.2km

ふくやま かさおかにし ながわ

福山道路 事業中
L=3.3km

ふくやま

2

2

313
182

E2

E2

福山東IC

福山SA
SIC

赤坂IC
(仮称)

長和IC
(仮称)

瀬戸JCT・IC
(仮称) 川口IC

(仮称)

手城IC
(仮称)

引野IC
(仮称)

笠岡西IC
(仮称)

福山市

笠岡市
か さ お か

あかさか

せ と

かわぐち

てしろ
ひきの

かさおかにし

ながわ

ふくやまひがし

ふくやま

２．評価結果

・起終点：岡山県笠岡市茂平～広島県福山市瀬戸町長和

・延長等：13.2km

（第1種第3級、4車線、設計速度80km/h）

・全体事業費：約3,030億円 ・計画交通量：約66,900台／日

お か や ま か さ お か も び ら

物流の効率化による地域産業の支援

【課題】福山市は鉄鋼業を始めとした製造業が盛んで
あり、福山港では工業品関係の数多くの物流が
存在するが、国道2号の渋滞により、企業活動
に影響を与えている。 （図3）

【効果】物流における輸送時間の短縮や時間信頼性
の向上により、企業活動を支援。

防
災
機
能
評
価

費
用
便
益
分
析

評価
改善度累積脆弱

度の変化
量

脆弱度
（防災機能ランク）

改善
ペア数

災害時通常時整備後整備前

3
(1) 〇

0.00
(0.00)

0.06
(0.11)

▲10.31
（▲6.77）

1
[D]
(1)
[D]

1
[D]
(1)
[D]

注）上段の値は倉敷市～福山市を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業区間を対象と
した場合の防災機能評価結果

■道路ネットワークの防災機能評価結果

図2 事業位置図

信頼性の高い道路ネットワークの確保

【課題】福山都市圏では、国道2号や国道182号、国道313号に
おいて、洪水及び津波による浸水危険箇所が存在する。
（図4）

特に国道2号では、7km以上にわたる浸水が想定され
ており、災害時の移動経路の確保が課題。

【効果】 災害による道路寸断時における多重性・代替路の確保。

図4 洪水浸水想定

写真1 国道2号の渋滞状況

ふく やま

至

広
島
市

幹線道路の交通混雑緩和
【課題】国道2号は、福山市内の信号連坦と交通集中により、朝夕

ピーク時を中心に速度低下が発生。（写真1）

○対象区間の平均旅行速度
【現況】平均約23km/h ⇒ 【整備後】平均約63km/h
区間：用之江交差点～赤坂IC

出典：【現況】ETC2.0プローブデータ（R7.10）平日朝（7～9時台）

及び夕（17時～19時台）の平均

【整備後】上記のうち福山道路は70km/hで算出

図3 コンテナ貨物等の輸送状況

○福山港～赤坂ICの所要時間
【現況】約38分⇒【整備後】約21分（約17分短縮）

出典：【現況】ETC2.0プローブデータ（R7.10）平日朝（7～9時台）及び夕（17時～19時台）の平均
【整備後】上記のうち福山道路は70km/hで算出

ふくやまこう あかさか

ふく やま

ふくやま

かしまばしにしづめ

N
鳥取県

島根県

山口県

広島県

岡山県

図1 広域図

１．事業概要

ふ く や ま

（政策目標①）

（政策目標③）

（政策目標⑤）

N

【効果】広域移動を受け持つ福山道路
と、地域交通を受け持つ国道2
号とで道路ネットワークが階層
化されることで、国道2号の交通
が分散され、旅行速度が向上

千代田IC
(仮称)

ちよだ

ひ ろ し ま ふ く や ま せ と ち ょ う な が わ

〇笠岡地区消防組合消防本部～福山市民病院の所要時間
【現況】約36分 ⇒ 【整備後】約25分

出典：【現況】ETC2.0プローブデータ（R7.10）平日朝（7～9時台）及び夕（17時～19時台）の平均 ※国道2号経由
【整備後】上記のうち福山道路は70km/h、神辺水吞線は60km/hで算出

かさおか ふくやま

救急医療活動の支援

【効果】高次医療機関への緊急搬送時の走行性・信頼性
が向上。

【課題】福山市には三次救急医療機関である福山市民病院等の高度な医療体制を整
える医療機関が複数立地する。福山市民病院は第三次医療施設として、笠岡
市や井原市等の隣接市からの救急患者を多く受け入れているが、搬送経路と

なる国道2号では渋滞が頻発し、搬送に影響が発生。（写真2）

至

広
島
市

至 岡山市

写真2 渋滞時の救急搬送状況

渋滞により緊急車両
の走行が阻害

一般国道２号 福山道路（笠岡西～長和）に係る新規事業採択時評価
ふくやま かさおかにし な が わ

(開通済み)

直轄国道

高規格道路

（事業中)

(開通済み)

（事業中)

補助国道

対象区間

凡例

その他道路

ふくやまふくやま

とも うら かさおか

ふく やま

・時間信頼性の高い自動車専用道路ネットワークを構築し、道路を階層化

することで、国道2号の渋滞を改善するとともに、渋滞に起因して発生す

る交通事故を削減。

・災害時、平常時を問わない物流ネットワークの確保により、輸送時間を

短縮し、物流生産性を向上。

・速達性の高い道路ネットワークを形成し、医療機関への緊急搬送時の走

行性・信頼性を向上。

・福山道路（笠岡西～長和）は上位計画として地域高規格道路（H6.12月）、

新広域道路交通計画（中国地方ブロック版）（R3.7月）、広島県広域道路交

通ビジョン・計画（R3.5月）、福山市都市マスタープラン（H20.8月）に位置づ

けられる。

・福山道路は平成13年に都市計画決定され、その内、福山市瀬戸町長和

～福山市赤坂町（L=3.3km）が事業化。

・地域課題等をふまえ、以下の政策目標を設定。
①交通の円滑化 ④救急医療活動の支援

②交通安全の確保 ⑤信頼性の高い道路ネットワークの確保

③地域産業の支援

①路線概要

②事業目的

③事業実施に向けた検討状況
ながわかさおかにしふ く や ま

ひ ろ し ま

ふ く や ま

ふ く や ま せとちょうふ く や ま

ふ く や ま あかさかちょう

な が わ

（約11分短縮）

輸送量単位：百フレートトン

西部

137
百フレートトン
（49％）

東部

54
百フレートトン
（19％）

福山港

至

岡
山
市

福山道路
(事業中)
L=3.3km

福山道路

(笠岡西～長和)

L=13.2km

ふくやま

ふくやま

かさおかにし ながわ

主要渋滞箇所

工業系用途地域

重要港湾

主要渋滞箇所が密集し、
効率的な物流を阻害

出典：R5年度全国輸出入コンテナ貨物流動調査

313

２

２

２

182

輸送物は工業品が
約9割を占める

※各割合は福山市内への輸送を除く

※本事業は、リスク分析を行うとともに、着工前重点準備を実施。

ふくやま かさおか

いばら

（約40km/h向上）

福山道路

（笠岡西～長和）

ふくやま

かさおかにし ながわ

ふ く や ま せ と ち ょ う な が わ

ふくやま

普通貨物小型貨物乗用車

約21,600台/日約8,100台/日約37,200台/日

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

注）費用便益分析結果は、倉敷市～福山市を対象とした場合、（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合
※1：EIRR：経済的内部収益率 ※2：基準年（令和7年）における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：4%）
※3：比較のために参考とすべき値として設定した社会的割引率 ※4：参考として多様な便益を算出

総便益総費用EIRR※1（参考)※4B/C

41,778億円※2

(2,191億円※2)
走行時間信頼性向上便益：5,134億円

CO2排出削減便益：87億円

10,668億円※2

(1,973億円※2)
11.9%(4.5%)

4.43.9(1.1)

5.34.8(1.8) [2％]※3

6.25.5(2.3) [1％]※3

(

参
考)

※4

※玉島・笠岡道路(Ⅰ期)及び倉敷立体との重複区間を除く

く ら し き ふ く や ま おかやま く ら し き ひ ろ し ま ふ く や ま

な が わかさおかにしふ く や ま おかやま かさおか も び ら

現道の死傷事故件数 【現況】378件/4年 ⇒ 【整備後】265件/4年

出典：【現況】交通事故・道路統合データベース(R2-R5)

国道2号用之江～赤坂バイパス早戸ランプ交差点間で算出

【整備後】近隣の直轄国道改築事業における死傷事故件数の減少率を用いて算出（約3割削減）

ひろしま
福山市

東部

89
百フレートトン
（32％）

笠岡市

福山東IC

福山西IC

福山市役所

写真夕ピーク(18時台)東西方向の渋滞状況

至 倉敷市方面東方向
（倉敷市方面）
が渋滞

西方向
（尾道市方面）
が渋滞
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標準横断図

一般国道２号 福山道路（笠岡西～長和）に係る新規事業採択時評価
ふくやま かさおかにし な が わ

(ｍ)

橋梁部
(ｍ)

トンネル部 (ｍ)

街路併設部

位置図
（広域図）

E2

E54

E2

E2

E2A
E9

E54
E2A

E2A

E74

E74

E75

広島県

Ｎ

福山道路(笠岡西〜長和)
かさおかにし ながわふくやま

計画縦断図

至

倉
敷
市

く
ら
し
き

(

起)

岡
山
県
笠
岡
市
茂
平

お
か
や
ま

か
さ
お
か

も
び
ら

(

終)

広
島
県
福
山
市
瀬
戸
町
長
和

ひ
ろ
し
ま

ふ
く
や
ま

せ

と

ち
ょ
う

な

が

わ

至

尾
道
市

お
の
み
ち

橋梁

210m190m

橋梁トンネル

1,470m 240m

橋梁

120m

橋梁

1,990m

橋梁橋梁

290m

橋梁

2,410m

橋梁

720m

トンネル

1,120m270m

トンネル橋梁

50m

福山道路（笠岡西～長和）延長13.2km
ふくやま かさおかにし ながわ

主要渋滞箇所/国土交通省中国地方整備局 R7.9.1
事故危険区間/国土交通省(R6年度)
死亡事故発生箇所/交通事故・道路統合データベース R2-R5
R3交通量/令和3年度全国道路・街路交通情勢調査
用途地域/国土数値情報ダウンロードサービス 用途地域 R元年度
津波浸水想定区域 国土数値情報ダウンロードサービス H28年度

33,500台/日

橋梁
920m

橋梁
750m

トンネル
1,470m

橋梁
210m 橋梁

240m45,600台/日

25,700台/日

37,200台/日

46,200台/日

48,300台/日

至

倉
敷
市

至 笠岡ＩＣ

府中分かれ

笠岡西ＩＣ
（仮称）

引野ＩＣ（仮称）

川口ＩＣ
（仮称）

長和ＩＣ（仮称）

赤坂ＩＣ
（仮称）

瀬戸ＪＣＴ（仮称）

福山東ＩＣ

福山ＳＡ
ＳＩＣ

福山市役所

か さ お か に し な が わふ くやま
ふくやま

福山港

広
島
県
福
山
市
赤
坂
町

（
起
）岡
山
県
笠
岡
市
茂
平

延長3.3km

（事業中区間）

福山道路（笠岡西〜長和） 延長13.2km福山道路

あ
か
さ
か
ち
ょ
う

ふ
く
や
ま

も

び
ら

か
さ
お
か

かさ おか にし

ひき の

かわぐち

なが わ

せ と

せ と

瀬戸ＩＣ（仮称）あか さか

Ｎ

福山郵便局前
神島橋西詰

千間土手中

広尾

伊勢丘入口

沖野上町4丁目(西)

洗谷三差路

赤坂バイパス東口

三吉町（北）

鶴ケ橋南詰

ふ
く
や
ま

に
し

ふくやま

く
ら
し
き

福山市
ふくやま

笠岡市
かさ おか

ふくやまひがし

かさおか

あらいだに さん さ ろ

おき の がみ ちょう

あかさか ひがしぐち

かしま ばし にしづめ

ふくやま ゆう びん きょく まえ

ふちゅう せんげん ど て なか

み よし ちょう

ひろお

い せ が おか いりぐち

つるがばし みなみづめ

岡山県
おかやま

入江大橋北詰

明神町

至

尾
道
市

至
福
山
西
IC

お
の
み
ち

380

260

244

3

3

76
379

379

72
251

382

54

378

378

378

463

157

391 378

みょうじんちょう

いりえ おおはし

て しろ

広島県
ひろしま

橋梁
120m

橋梁
1,990m

橋梁
290m

橋梁
190m

全体延長 ：13.2km
土工延長 ：4.0km(30%)
橋梁延長 ：6.3km (48%)
トンネル延長：2.9km (22%)

（
終
）広
島
県
福
山
市
瀬
戸
町
長
和

ふ
く
や
ま

せ

と

ち
ょ
う

な
が
わ

て しろ

橋梁
2,410m

千代田ＩＣ（仮称）
ち よ だ

橋梁
720m

トンネル
1,120m

手城ＩＣ
（仮称）

トンネル
270m

橋梁
50m 22

お
か
や
ま

ひ
ろ
し
ま

ひ
ろ
し
ま

33,700台/日
34,800台/日

0km 1km 2km 3km

橋梁
30m

橋梁

30m

土工部 (ｍ)

街路部街路部
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407台/日

一般国道５５号 牟岐海部道路に係る新規事業採択時評価
む ぎ かいふ

２．評価結果１．事業概要

①路線概要

• 阿南安芸自動車道は、徳島県阿南市から高知県安芸市に至る延長約 110 km

の高規格道路。このうち、牟岐海部道路は、徳島県海部郡牟岐町内妻から

徳島県海部郡海陽町多良に至る延長 8.3 kmの自動車専用道路。

②事業目的

• 当該区間の整備により、四国8の字ネットワークを形成し、南海トラフ地震等

の災害に備えた命の道となる信頼性の高いネットワークを形成。

• 都市部や空港までの移動時間の短縮により徳島県南部地域における産業・

観光振興を支援するとともに、高次救急医療機関へのアクセス向上により

緊急搬送など医療活動を支援 。

③事業実施に向けた検討状況

• 阿南安芸自動車道は、上位計画として地域高規格道路（H6.12月）、新広域道路交

通計画（R3.6月）、徳島県新広域道路交通計画（R3.6月）、牟岐町総合計画（R3.3

月） 、第2次海陽町総合計画（R6.3月）に位置づけ

• 地域課題等をふまえ、計画段階評価（H25.12月～H27.4月）において

以下の政策目標を設定し、ルート構造を検討

①南海トラフ地震に備えた信頼性の高いネットワークの確保

（代替路の確保、防災拠点施設や避難路との連携）

②救急医療機関への速達性の向上・安静搬送の実現

③速達性・走行性の向上により産業振興を支援

④地域間の交流促進により広域的な観光振興を支援

• 起終点：徳島県海部郡牟岐町内妻 ～ 徳島県海部郡海陽町多良

• 延長等：8.3 km （第 1 種 第 3 級、 2 車線、 設計速度 80 km/h）

• 全体事業費：約 705 億円

• 計画交通量：約 5,400 台/日
普通貨物小型貨物乗用車

約1,000台/日約800台/日約3,600台/日

あなんあなん あ き とくしま こうち あ き

む ぎ かいふ かいふ

とくしま かいようちょう た ら

とくしま

かいふ

む ぎ ちょう うちづま

とくしま

あなん あ き

む ぎ ちょう

かいようちょう

とくしま

とくしま かいふ む ぎ ちょう うちづま かいふ かいようちょう た らとくしま

図１ 広域図

図２ 事業位置図

■道路ネットワークの防災機能評価結果
防
災
機
能
評
価

■費用便益分析結果（貨幣価値換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）
費
用
便
益
分
析

総便益総費用EIRR※1（参考）※4B/C

16,138億円※2

（176億円※2）
走行時間信頼性向上便益：1,975億円
CO2排出削減便益：109億円

15,111億円※2

（455億円※2）
4.3％

（-0.2％）

1.21.1（0.4）4％

1.71.5（0.6）[2％]※3

2.11.9（0.7）[1％]※3

注） 費用便益分析結果は、徳島JCT～高知JCTを対象とした場合、（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合
※1 EIRR：経済的内部収益率
※2 基準年（令和7年）における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：4％）
※3 比較のために参考とすべき値として設定した社会的割引率
※4 参考として算出した多様な便益を含めたB/C

評価
改善度

累積
脆弱度の
変化量

脆弱度
（防災機能ランク）

改善
ペア数

災害時通常時整備後整備前

58
（10）

〇
（〇）

0.13
（0.20）

0.19
（0.09）

▲897.95
（▲50.82）

0.86
[C]

（0.77）
[C]

0.97
[C]

（0.91）
[C]

注） 上記の値は、徳島JCT～高知JCTを対象とした場合、
下段（ ）書きの値は事業区間を対象とした場合の防災機能評価

牟岐海部道路
延長 8.3 km

海部野根道路
延長 14.3 km

日和佐道路
延長 9.3 km

福井道路
延長 9.6 km

桑野道路
延長 6.5 km

阿南IC

安芸西IC
（仮称）

室戸市

馬路村

東洋町

奈半利町田野町

安田町

北川村
安芸市

海陽町

牟岐町

美波町

那賀町

阿南市上勝町

勝浦町

海部IC
（仮称）

内妻IC
（仮称）

阿

南

安

芸

自

動

車

道

高知県

徳島県

関連事業区間（開通済）
関連事業区間（事業中）
対象区間
調査中区間

牟岐海部道路

香川県

高知県愛媛県

徳島県

む ぎ かいふ

かいふ むぎ うちづま

かいふ かいよう た ら

か い ふ の ね

む ぎ か い ふ

く わ の

ふ く い

ひ わ さ

あ

な

ん

あ

き

あ き にし

あ き

な は り あ き な は り あ き

きたがわ な は り

きたがわ きたがわ

の ね あぐらやすだ やすだあ き な は り

かいふ

うちづま

あなん

内容評価評価項目事
業
の
影
響

当該区間の整備により、速達性、時間信頼性が高いネットワークを確保。
〔 時間信頼性向上便益：約1,975億円 (約18億円)〕

○渋滞対策
自
動
車
や
歩

行
者
へ
の
影
響

高規格道路への交通の転換により、交通安全性が向上。〔国道55号の交通量：約5,100台→約500台〕○事故対策

高規格道路への交通の転換により、歩行者、自転車の安全性向上に寄与。〔国道55号の交通量：約5,100台→約500台〕○歩行空間

速達性・走行性の向上により医療活動を支援
【課題】

・第二次救急医療機関である県立海部病院への緊急搬送は、当該地域唯一の
緊急輸送道路である国道55号を利用しているが、急カーブや急勾配箇所が多数あり、
患者の負担となっている。（写真1）

・さらに、当該地域から第三次救急医療機関への移動は、
約93分であり、迅速な治療が受けられない。
【効果】

・沿線地域から高次救急医療機関への搬送時間短縮、救急搬送時の
走行の安定化により、傷病者・救急隊員の負担軽減が期待される。

◎住民生活
（政策目標②）

社
会
全
体
へ
の
影
響

速達性・走行性の向上により産業振興を支援
【課題】

・海陽町では全国地鶏生産量トップの「阿波尾鶏」が生産・加工されているが、
出荷時に利用する国道55号は輸送に時間を要する上、急カーブや
急勾配箇所が多数分布しており運転者への負担が大きい。（図3）

【効果】

・沿線地域から大阪・東京方面への輸送時間の短縮・走行性の
向上により円滑な物流網が構築され、地域産業を支援。

◎地域経済
（政策目標③）

信頼性の高いネットワークの確保
【課題】

・事業区間に並行する国道55号は南海トラフ地震発生時の
津波浸水により最大約5割が浸水する。（図4）

・浅川地区は、「陸」・「海」・「空」の輸送拠点および
救助活動拠点が集積しており、徳島県南部における
大規模災害時の重要拠点であるが、阿南・安芸方面との
アクセス性が低い。

【効果】

・牟岐～海部間の幹線道路における津波浸水予測区間を回避し、幹線道路の寸断による孤立を解消。

・信頼性の高いネットワークの構築により、災害時の重要拠点への
アクセス性向上、盛土区間を活用した避難路の構築等が期待される。

◎災害
（政策目標①）

環境の改善 （CO2排出削減量16,215t-CO2/年〔CO2排出削減便益：約109億円 ［約1.4億円］〕）○環境

空港や関西方面から沿線地域へのアクセス強化や、

広域周遊ルートの形成により、観光振興を支援。
◎地域社会

（政策目標④）

写真1 線形の厳しい箇所

か い ふ

出典：令和3年度 全国道路・街路交通情勢調査（混雑時平均旅行速度）より
（徳島南部道、阿南安芸自動車道：80km/h、牟岐バイパス：60km/h）
現 況：現在の道路ネットワーク 整備後：事業中区間を含む徳島南部道、阿南安芸道利用ルート、 [] 内は対象事業のみ利用ルート

※現地は工事規制中

図4 津波浸水想定区域の分布

む ぎ か い ふ

出典：徳島県津波浸水想定について（令和7年9月）

あさかわ

至 阿南市

浅川IC
（仮称） 内妻IC

（仮称）

至 安芸市

海陽町
牟岐町海部IC

（仮称）

徳島県立南部防災館

浅川港

津波浸水想定区域

浸水予測区間 （現道：国道55号）

あ な ん あ き

○ 海陽町 ～ 鳴門JCT の所要時間

【現況】 132 分 ⇒ 【整備後】 72 分 （60分短縮） [127分（5分短縮）]

出典： 都道府県等における地鶏、銘柄鶏の生産利用状況（令和5年度実績）
ヒアリング調査（R6.8）

170 84 56 49 41
0

100

200（万羽）
全国シェアNo.1

うち 約６割を海陽町で生産
全国シェアNo.1

うち 約６割を海陽町で生産

阿波尾鶏 はかた地鶏 比内地鶏

図3 全国の地鶏・銘柄鶏の生産量（上位5ブランド）

か い よ う

出典：令和3年度 全国道路・街路交通情勢調査（混雑時平均旅行速度）より（徳島南部道、阿南安芸自動車道：80km/h、牟岐バイパス：60km/h）
現 況：現在の道路ネットワーク 整備後：事業中区間を含む徳島南部道、阿南安芸道利用ルート、 [] 内は対象事業のみ利用ルート

あ わ お ど り

○ 徳島阿波おどり空港 ～ 海陽町 の所要時間

【現況】 139 分 ⇒ 【整備後】 79 分 （60分短縮） [134分（5分短縮）]
出典：令和3年度 全国道路・街路交通情勢調査（混雑時平均旅行速度）より（徳島南部道、阿南安芸自動車道：80km/h、牟岐バイパス：60km/h）
現 況：現在の道路ネットワーク 整備後：事業中区間を含む徳島南部道、阿南安芸道利用ルート、 [] 内は対象事業のみ利用ルート

※本事業は、リスク分析を行うとともに、着工前重点準備を実施。

（
参
考
）
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407台/日

一般国道５５号 牟岐海部道路に係る新規事業採択時評価
む ぎ かいふ

徳島県立
海部病院

標準横断図

（土工部） （橋梁部） （トンネル部）

（単位：m）

牟岐海部道路

香川県

高知県愛媛県

徳島県

む ぎ かいふ

全体延長：8.3 km
土工延長：5.2 km （63 %）
橋梁延長：1.4 km （17 %）
トンネル延長：1.7 km （20 %）

牟岐海部道路
延長 8.3 km

内妻IC（仮称）海部IC（仮称）
（終
）
徳
島
県
海
部
郡

海
陽
町
多
良

か
い
ふ

至

安
芸
市

トンネル
90m

橋梁
120m

トンネル
230m

浅川IC（仮称）

DL=0

20

40

60

80

至

阿
南
市

計画縦断図 （起
）
徳
島
県
海
部
郡

牟
岐
町
内
妻

か
い
ふ

む
ぎ
ち
ょ
う
う
ち
づ
ま

トンネル
100m

橋梁
180m

トンネル
170m

橋梁
170m

トンネル
420m

橋梁
240m

橋梁
150m

トンネル
200m

橋梁
100m

トンネル
490m

橋梁
260m

橋梁
150m

海部野根道路
延長 14.3 km
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阿波海南駅

6,498 台/日

3,586 台/日 6,281 台/日

6,381 台/日

通行止め箇所（H26-R6）対象区間

凡

例

防災点検要対策箇所調査中区間

平面線形の厳しい箇所一般国道

縦断勾配の厳しい箇所主要地方道

市街地（集落）一般県道

橋梁構造

主な施設トンネル構造

市町村境界線事故危険区間

か い ふむ ぎ

至

安
芸
市

至

阿
南
市

か い ふ の ね

〇〇〇台/日

〇〇施設

徳島県立南部防災館

海陽町役場 牟岐町役場

海陽町
かいようちょう

牟岐町
むぎちょう
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